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「いま、日中関係を考える～大学生からみた｢過去｣ ｢現在｣「未来」～」
宇都宮大学生国際連携シンポジウム 2014
日　時：2014 年 11月 18日（火）	12：50～ 16：30
場　所：宇都宮大学峰キャンパス　大学会館 2階　多目的ホール
主　催	：	宇都宮大学国際学部、宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター、
　　　　国際連携シンポジウム学生実行員会 2014
後　援	：	栃木県、宇都宮市
プログラム
総合司会　:	津島　萌	（国際学部国際社会学科４年）
12：50　あいさつ　　　進村　武男（宇都宮大学学長）
　　　　　　　　　　　田巻　松雄（宇都宮大学国際学部長）
13：00　基調講演　
　　　　　　　　　　　天児　　慧（早稲田大学大学院教授）「日中関係について今思うこと」
　　　　　　　　　　　徐　　顕芬（華東師範大学教授）「日中関係の制度化をめざして」
14：10　質疑応答
14：20　休憩
14：30　パネルディスカッション				「学生からみた日中関係」
　　　　　司 会：	松村　史紀（宇都宮大学国際学部講師）
　　　　　パ ネ リ ス ト：	梁　　惠娣（華東師範大学院生）「国家間の相互信頼と日中関係」
　　　　　　　　　　　　　宇都宮大学院生・学生　「テーマ①アメリカを含む日中関係」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	「テーマ②日本の平和主義と中国」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　「テーマ③マスメディアを通して考える日中関係」
15：30　コメント
　　　　　コメンテーター：重田　康博（宇都宮大学国際学部教授・附属多文化公共圏センター副センター長）
　　　　　　　　　　　　　天児　　慧（早稲田大学大学院教授）
　　　　　　　　　　　　　徐　　顕芬（華東師範大学教授）
15：50　質疑応答
16：25　閉会のあいさつ　　渡邉　直樹	（宇都宮大学国際学部教授・附属多文化公共圏センター長）
16：30　終了　
17：00　懇親会
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Ⅲ　活動報告
1972 年に日中国交正常化が実現されて以
来、この数年間は両国関係にとって最も厳しい
時代を迎えたといっても過言ではないでしょ
う。なぜ、このようなことになったのか。いま、
われわれにできることは何か。このような難題
と向き合うために、今年度の「宇都宮大学生国
際連携シンポジウム 2014」は、「いま、日中関
係を考える ― 大学生からみた『過去』『現在』
『未来』」というテーマを設定しました。講師
の先生方から基調講演をいただくとともに、学
生にはいくつかのトピックに焦点を当てて、
日中関係が抱えている問題点や今後の針路につ
いてプレゼンテーションをしてもらいました。
今年も全学の学生で構成される国際連携シンポ
ジウム学生実行委員が中心となり、企画・運営
を行ってまいりましたが、10 回にもおよぶ勉
強会を重ねた甲斐もあってか、最後には一般の
来場者も交えて熱い討論が交わされました。
日中関係の全体像について、天児慧教授（早
稲田大学大学院）と徐顕芬教授（上海市の華東
師範大学）からそれぞれ基調講演をいただきま
した。日中首脳会談は 2 年半近く途絶えていま
したが、このシンポジウムが行われる直前によ
うやく再開されました。天児先生はこの会談の
意義を冷静に分析しながら、習近平の対日政策
についてお話しされました。
 
次に、徐先生は日中間で相互依存関係が大き
く成長しているにもかかわらず、両国関係が脆
弱だという点を指摘されたうえで、日中関係を
制度化していくことが重要だという指摘をして
くださいました。
パネルディスカッションでは、最初に中国の
大学院生・梁惠娣さんが現代日中関係の歴史的
展開を踏まえたうえで、両国間交流を制度化し
ていく必要があるという話をしてくださいまし
た。
 
その後、実行委員の学生が三班に分かれて発
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表をしました。第一班は日中関係の視野を広げ
るために、アメリカの存在を加えて歴史問題の
根源について考察しました。第二班は日常生活
で接する日中関係を批判的に考えるために、マ
スメディアが報じるイメージに焦点を当てて報
告しました。第三班は安倍政権がめざす積極的
平和主義の問題点を考察しながら、よりよい対
中関係のあり方を提言しました。
グループディスカッションでは、講師の先生
方、学生、そして一般の来場者が積極的に質
問、意見を出しあう場になりました。とくに、
日本人の一般来場者と中国人ゲストが公の席で
率直に話をすることができたこともあって、と
ても有意義な会になったと思います。
全体を通して、日中関係が直面する難題がい
くつもあることにあらためて気づかされまし
た。このシンポジウムがその難題をひとつひと
つ解いていくためのヒントになれば幸いです。
 ＊このシンポジウムの内容に関しては、国
際学部附属多文化公共圏センターで報告書を別
途作成する予定です。詳細は、国際連携シンポ
ジウム 2014 の報告書をご覧ください。
問合せ先：宇都宮大学国際学部附属多文化公
共圏センター（TEL　028-649-5228）



